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日本学生個人選手権結果　　6月21日　　湘南ＢＭＷスタジアム
～成原貴之（3）、1500ｍで5位入賞！全国大会での入賞は18年ぶりの快挙！！～

 

スタート前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタート

 

1周目からトップグループ　　　　　　　　　　　苦手なスローペース
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　積極的な位置取り

 

中盤、我慢、我慢　　　　　　　　　1周ごとにペースが上がります

 

ラスト1周　　　　　　　　　　　ゴール手前、前方の2選手を抜き5位入賞！

 

電光掲示板：ゴールの瞬間　　　　　　　ゴール後、電光掲示板を見入る
　　　　　　　　　　　　　

入賞選手のチームは成原以外全て箱根出場校（駒沢以外は一部校）
21日の日本学生個人選手権の1500ｍにおいて、成原貴之（3）が3分53秒53で5位入賞を果たしました。東経大の選手が全国区の大会で入賞を果たしたのは、1995年（平成7年）の日本インカレの走高跳において池村聡文（平8）が8位入賞を果たして以来18年ぶりの快挙です。

レースは1周目（400ｍ）64秒の入り、成原が苦手なスローペースの展開、それでも、トップグループの好位置に付きました。2周目以降ペースは徐々にペースが上がり、2周目63秒、3周目61秒で残りの300ｍを43秒で走破しました。最終ホームストレートの入り口では苦しさのあまり一瞬体が大きくブレ、失速し、7位まで順位を下げましたが、そこから踏ん張ってゴール直前で前方2選手を捉え5位入賞を果たしました。

成原は、東京・東大和高校出身で800ｍ1分57秒、1500ｍ4分05秒、5000ｍ15分50秒台で都大会止まりのごくごく平凡な選手でした。そんな彼が、大学入学後距離を踏む練習を積むようになってからめきめき力を付け、昨年、1500ｍで3分50秒42の東経記録を樹立、5000ｍでは14分57秒36の自己ベストを出しました。そして、今シーズンは春先からけがに悩まされ、関東インカレの1500ｍでは、走り込み不足から予選敗退を喫してしまいました。しかし、800ｍでは予選、準決勝を勝ち上がり決勝に進出し、見事に6位入賞を果たしていました。その時の成原のコメントは「昨年の関東インカレ終了後のミーティングで監督が個人種目での入賞を狙ってほしいと仰っていたので何としても自分がその第一号になりたいと思っていました。」と内に秘めたたくましさを語ってくれました。

6月に入り練習が積めたこともあり、成原は絶好調を迎えます。6月8日の平成国際大学競技会では1500ｍで3分51秒71の自己セカンド記録の組トップでゴールし、今回の優勝者である東洋大学の長浜雄一選手に勝っていました。6月15日の日体大競技会の800ｍでは1分52秒65の自己ベスト、そして22年ぶりの東経新記録を樹立していました。＜それまでの東経記録は1992年（平3）の関東インカレ6位・岡野将光（平4）の1分52秒80＞

今回の成原の入賞は、彼個人だけでなく高校時代実績のない東経大の選手たちにとって大きな自信となるでしょう。7月にかけてのトラックシーズンでそれぞれの選手が記録をめざし、秋の箱根予選会に向けて大きな飛躍のきっかけをしっかりつかんでいきたいと思います。

＜添田コーチコメント＞

苦手なスローペースも克服し、全国レベルの試合で5位入賞。本人にとってもチームにとっても自信となる試合となりました。これをステップにチームとしてさらに上を目指していきたい。


＜成原コメント＞
入賞できたことはうれしく思いますが、目標としていた表彰台に上がれず、まだまだ努力不足を痛感させられました。これからの様々な競技会でさらに上の記録をめざし練習を積んで参ります。

